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1.1 地質構造の再評価 (1/10)

陸域地質構造の再評価の範囲

再評価範囲

大間南東方にあるNW-SE方向へ延
びる地層の高まりを，「大間崎背斜」と
呼称する。

・ 下北半島西部の隆起に係わる第218回審査会合（2015年4月10
日）でのコメントをうけて実施した地質調査の結果（「第526回審査
会合(2017年11月10日)資料2-2」参照）を反映して，陸域及び海域
の地質構造を再評価した。

・ 陸域については，地表踏査により，既往ルートマップに記される
露頭の分布，記載内容を精査し，下北半島西部の地質構造を再
評価した。

第579回審査会合

資料1-1-2 P.5 一部修正
1-2



陸域地質構造の主な変更箇所

• 地表踏査により，既往ルートマップに記される露頭の分布，記載内容を精査し，下北半島西部の地質構造を再評価した。

• 北西部においては，既往の３条の地質断層について，連続露頭の地質観察によって断層自体が認められないことを確認し，
削除することとした。また，褶曲構造について，地表踏査によってルートマップの記載内容を精査し，小規模な褶曲構造も評価と
することとした。

• 北西部以外の地域においては，概ね既往の地質構造と同様の評価となった。

凡 例

再評価後

1.1 地質構造の再評価 (2/10)
第579回審査会合

資料1-1-2 P.6 一部修正
1-3

再評価前

主な変更箇所



1.1 地質構造の再評価 （3/10）

• 海域については，海上音波探査記録の一部測線
について深度断面図を新たに作成し，さらに北端部
を横断する陸海を連続する弾性波探査を実施し，敷
地前面海域の地質構造を再評価した。

• 再評価の結果，地質構造については変更の必要
は無く，弾性波探査測線に沿った海底面の地層境
界位置の微修正のみを行った。

• 再検討を実施した測線を平面図に示す。次頁以降
の5頁に拡大図を示す。

• 再評価に用いた海上音探記録は，第579回審査会
合「机上配布資料」に示す。

P.1-5

P.1-7P.1-6

P.1-8

P.1-9

第579回審査会合

資料1-1-2 P.7 一部修正
1-4

海域地質構造の再評価に用いた測線位置



1.1 地質構造の再評価（4/10）
第579回審査会合

資料1-1-2 P.8 再掲
1-5

海域地質構造の再評価に用いた測線：分割図（1/5）



1.1 地質構造の再評価（5/10）
第579回審査会合

資料1-1-2 P.9 再掲
1-6

海域地質構造の再評価に用いた測線：分割図（2/5）



1.1 地質構造の再評価（6/10）
第579回審査会合

資料1-1-2 P.10 再掲
1-7

海域地質構造の再評価に用いた測線：分割図（3/5）



1.1 地質構造の再評価（7/10）
第579回審査会合

資料1-1-2 P.11 再掲
1-8

海域地質構造の再評価に用いた測線：分割図（4/5）



1.1 地質構造の再評価（8/10）
第579回審査会合

資料1-1-2 P.12 再掲
1-9

海域地質構造の再評価に用いた測線：分割図（5/5）



1.1 地質構造の再評価（9/10）

敷地周辺における活断層評価の変更点

1-10

①

②-2 ②-1

③

⑪
⑫

⑩

⑬

⑭

⑥

⑦

⑧

⑨

大間原子力発電所

30ｋｍ

④

⑤

100ｋｍ

敷地周辺における活断層

敷地周辺における活断層評価について，設置変更許可申請時（2014年12月）以降，以
下の変更を行っている。

• 「②函館平野西縁断層帯」では，新たに実施した詳細な地形判読に基づき，北端位置
を北に移動して評価することとする。

• 「④奥尻海盆東縁断層」」では，北方の「③奥尻海盆北東縁断層」及び南方の「⑤西津
軽海盆東縁断層」を新たに認定し，これらの同時破壊を否定できないものとして，国交
省(2014)１)による断層位置で評価することとする。

• 「⑪F-8断層」では，新たに公表された今泉ほか編(2018)2）に基づき，陸域の北端位置
を北に移動して評価することとする。

当社が震源として考慮する活断層
と評価する断層

断層（伏在断層）（ ）

撓曲

凡 例

（陸域）
断層等

撓曲

（海域）

国交省（2014）1）によるF18断層

評価長さ
敷地から
の距離

備考 評価長さ
敷地から
の距離

①根岸西方断層 約38ｋｍ 約50ｋｍ 約38ｋｍ ―

②-1 約31ｋｍ 約42ｋｍ ②-1 約26ｋｍ ―

②-2 約33ｋｍ 約43ｋｍ ②-2 約28ｋｍ ―

③奥尻海盆北東縁断層 約31ｋｍ 約103ｋｍ ― ―

④奥尻海盆東縁断層 約50ｋｍ 約86ｋｍ 約50ｋｍ 約84ｋｍ※２

⑤西津軽海盆東縁断層 約43ｋｍ 約96ｋｍ ― ―

⑥恵山岬東方沖断層 約47ｋｍ 約73ｋｍ 約47ｋｍ 約65ｋｍ※２

⑦清水山南方断層 約11ｋｍ 約28ｋｍ 約11ｋｍ ―

⑧Ｆ-14断層 約3.4ｋｍ 約12ｋｍ 本編資料 (P.9-5)参照 約3.4ｋｍ 約12ｋｍ

⑨敷地西方沖断層 約7.2ｋｍ 約20ｋｍ 約7.2ｋｍ ―

⑩Ｆ－５断層 約2.9ｋｍ 約35ｋｍ 約2.9km 約35km

⑪Ｆ－８断層 約11ｋｍ 約37ｋｍ 約10km ―

⑫Ｆ－９断層 約6.6ｋｍ 約32ｋｍ 約6.6km 約32km

⑬Ｆ-28断層～Ｆ-31断層 約13.1ｋｍ 約44ｋｍ 約13.1km ―

⑭Ｆ-33断層 約7.3ｋｍ 約50km 約7.3km 約50km

　同時破壊を否定できな
いものとし，国交省

（2014）
１）

によるF18断層
の位置で評価する。
（評価長さ137ｋｍ）
（距離　約92ｋｍ）

②函館平野西縁断層帯

断層名

②-1は海域南東延長部
を含み，②-2は海域南西
延長部を含む。

設置変更許可申請※１

(2014年12月)

第922回審査会合
（2020年11月20日）

※１ 「―」は，変更設置許可申請時に評価を示していない。
※２ 文献に示される断層位置との距離を示す。



大間南東方にあるNW-SE
方向へ延びる地層の高まりを，
「大間崎背斜」と呼称する。
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1.1 地質構造の再評価（10/10）

下北半島西部の隆起の評価の変更点

1-11

第218回審査会合
(2015年4月10日)

第922回審査会合
(2020年11月20日)

段丘の隆起速度調査結果
（M1面形成時の海水準と現在の海水準が

等しいと仮定）

コアボーリングで求めたM1面の旧汀線等高線

M1面の旧汀線等高線から推定した
最終間氷期以降の推定等隆起量線

Ｂ１層の傾動域（破線は推定）

Ｂ１層の傾斜方向
（グロース不明な隆起域の境界）

Ｂ１層堆積時の沈降方向
（実線は確認区間，破線は推定区間）

Ｃ 層の傾動域（破線は推定）

Ｃ 層堆積時の沈降方向
（実線は確認区間，破線は推定区間）

Ｂ１層（上部更新統），Ｃ層（下部更新統）

海域の変動域調査結果

第四紀広域隆起

• 北部のＭ１面※１旧汀線等高線，赤
川・大畑・宿野部のＭ１面旧汀線標高，
Ｍ１面段丘面内縁の高度分布及び新
第三系が高標高部に分布する地域を
考慮し，推定等隆起量線図を作成した。

• 陸域中央部のやや北東寄りを中心
に全域が緩やかに隆起しており，活断
層による急激な隆起は生じていないと
考えられる。

• この推定等隆起量線は，小池・町田
（2001）３)によるステージ5eの旧汀線等
値線の傾向と，概ね整合する。

• 「第四紀広域隆起」は，下北半島西部
に更新世以降に生じている海域（津軽海
盆，汐首海脚南東方海域）の沈降と陸域
の隆起ならびにそれらを繋ぐ沿岸部の傾
動であり，東西約60kmに渡る広域的で
緩やかな地殻変動である。

• 「第四紀広域隆起」による変形は領域
全体に分散しており，断層を示唆する局
所的な変位・変形及び隆起速度急変部
は認められない。

3)

コアボーリングで求めたM1面の旧汀線確認位置

コアボーリングで求めたM1面の旧汀線標高

下北半島西部の隆起に係る第218回審査会合(2015年4月10日)における下記
の指摘事項に対応するため，データ充実のための調査※２を行った。

指摘事項① 海成段丘区分の根拠となる詳細地質データを提示すること。

指摘事項② 内陸隆起の根拠となる河成段丘等のデータを提示すること。

指摘事項③ 弁天島に広く分布する標高3ｍ～6ｍのベンチの形成過程に係る詳細根拠
を提示すること。

指摘事項④ 大間崎付近の尾根状隆起と大間崎背斜に係る詳細データを提示すること。

自主的検討 敷地前面海域の活動履歴を把握する。

データ充実のための調査

※１ Ｍ１面：ＭＩＳ（海洋酸素同位体ステージ）5eの海成段丘面

○ 指摘事項①，指摘事項②，自主的検討⇒

・ 第四紀の変動域が海域まで広がることが確認され，また，隆起の中心が陸域中央部で
はなく北東側海岸付近であることが確認された。

・ Ｍ１面旧汀線標高の最大値は，約60mではなく約40ｍであることが確認され，日本海沿
岸など活断層や地震性隆起の報告等がある地域の半分以下であることが判明した。

○ 指摘事項③⇒

・ 弁天島の標高3ｍ～6ｍのベンチは，縄文海進より前の高海水準期に形成されたことが
確認され，尾根状隆起が想定されないことが判明した。

○ 指摘事項④⇒

・ 大間崎背斜には少なくとも後期更新世以降の活動が無いことが確認され，また，尾根
状隆起が存在しないことが確認された。

「第218回審査会合」で説明した評価結果「第922回審査会合」で説明した評価結果

調査結果
※２ 「第253回審査会合（2015年7月24日）資料１」

を参照。
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大間崎背斜付近の既往地質図を示す。

• 青森県による5万分の1土地分類基本調査「大間・佐井」4）には，大間
崎背斜に相当する背斜が示されており，当社が作成した地質図の基本
的な構造は，既往の地質図と同様である。

• なお本図において，大間崎背斜に付随して易国間層と大間層の分布
域を分かつ断層が示されているが，当社が実施した地表踏査では，文
献の断層位置は大間層内の岩相境界に相当する。当社のルートマップ
によれば，易国間層と大間層の境界は全て整合関係で図化可能であ
り，1/5万地質図に示すべき堆積構造の不連続は無いと判断される※。

土地分類基本調査「大間・佐井」4)

土地分類基本調査「大畑」5)

大間崎背斜に相当する背斜構造

文献による大間崎背斜付近の地質 (1/2)

1.2 大間崎背斜 (1/9)

※補足説明資料「1.3.4 折戸山付近の文献地質断層」参照

第579回審査会合

資料1-1-2 P.15 再掲
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文献による大間崎背斜付近の地質 (2/2)

• 段丘堆積物の他に，上位より第四系の燧岳火山噴出物，恐山火山噴出物，新第三
系鮮新統の大畑層，新第三系中新統の易国間層，大間層などに区分されている。

• 当社の地層区分もおおむね同様であるが，文献及び当社が実施した年代測定結
果※を用いて，同年代の地層を同一の名称に集約するなどの変更を行っている。

土地分類基本調査「大間・佐井」4)に加筆 土地分類基本調査「大畑」5)に加筆
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結
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桧川層

燧岳火山噴出物

凝灰質砂岩・シルト岩

安山岩質集塊岩

流紋岩凝灰岩

安山岩溶岩C
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凝灰角礫岩
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固結堆積物
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規

火
山
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物 浮石質凝灰岩

頁岩

石英安山岩質凝灰岩
・同質凝灰角礫岩

湯ノ股川層

湯ノ川層

安山岩溶岩B

安山岩溶岩A

湯ノ川層
石英安山岩

流紋岩溶岩 大間層弁天島流紋岩部層

安山岩質火砕流堆積物 陸奥燧岳火山噴出物

1.2 大間崎背斜 (2/9)

※本編資料「1.1 陸域の地形・地質・地質構造」(P.1-4)参照

第579回審査会合

資料1-1-2 P.16 再掲
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• 大間崎背斜（地質的な高まり）と地形的高まりの位置を比較した。

• 大間崎背斜と地形的高まりの通過位置とは一致せず，山地において乖離が顕著である。

地形的高まりとの比較

接峰面図 地質図

1.2 大間崎背斜 (3/9)

大間原子力発電所

大間崎

大間

奥戸

津鼻崎

原田

佐井

折戸山

蛇浦

易国間

大間崎背斜
（地質的高まり）

地形的高まり

佐井

大間原子力発電所

大間崎

大間

奥戸

津鼻崎

原田

折戸山

蛇浦

易国間

大間崎背斜
（地質的高まり）

地形的高まり

第579回審査会合

資料1-1-2 P.17 再掲
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大間川

小奥戸川

地形面区分図

大間

奥戸

蛇浦

大間川

小奥戸川

大間原子力発電所

折戸山

大間崎

地質平面図

1.2 大間崎背斜 (4/9)

• 大間崎付近において，大間崎背斜は地形的高まりの東
側に沿って分布する。

• 段丘面の分布には，高度不連続，急傾斜及び逆傾斜は
認められない。

地質断面位置

大間崎背斜（地質的高まり）

地形的高まり

大間崎背斜構造の地形・地質 (1/3)

大間原子力発電所

第579回審査会合

資料1-1-2 P.18 再掲
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• a-a'断面及びb-b'断面では，背斜の頂部が
陸域の東に逸れている。段丘面は地形的高
まりから海に向かい緩やかに傾斜している。

• c-c'断面では，背斜の頂部と地形的高まり
がおおむね一致して陸域の東端にあり，段
丘面は地形的高まりから海に向かい緩やか
に傾斜している。西寄りには河川（旧入江）が
あり，段丘面は入江側に向かい緩やかに傾
斜している。

• 段丘面の分布には，高度不連続，急傾斜
及び逆傾斜は認められない。

5

1

大間川
（旧入江）

大間川
（旧入江）

5

1

5

1

地形的高まり

大間崎背斜

地形的高まり

地形的高まり

1.2 大間崎背斜 (5/9)

大間崎背斜構造の地形・地質 (2/3) （断面 その１）

第579回審査会合

資料1-1-2 P.19 再掲
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• d-d'断面及びe-e'断面では，背斜の頂部は地形的高まりから東に逸れており，段丘面は地形的高まりから東西の海に向
かい緩やかに傾斜しており，高度不連続，急傾斜，逆傾斜は認められない。

5

1

5

1

小奥戸川
（旧入江）

沢

大間崎背斜

地形的高まり

小奥戸川
（旧入江）

大間崎背斜

地形的高まり

1.2 大間崎背斜 (6/9)

大間崎背斜構造の地形・地質 (3/3) （断面その２）

第579回審査会合

資料1-1-2 P.20 再掲
1-19



３
３’

４’４

大間層←

→易国間層

ルートマップこの地図は，国土地理院発行の2万5千分の1
地形図「大間」を使用したものである。

0 500m

Om-5

露頭位置

1-20

複背斜である大間崎背斜を構成する，最も波長の短い背斜の露頭をＯｍ-5地点で観察した。

詳細地質平面図（ルート位置）

大間崎背斜（大局的）

大間崎背斜（詳細）

大間崎背斜

孫三郎澗ルート

ハネコエ島ルート

三ツ石ルート

（凡例は本編資料P.7-28を参照）

（補足説明資料P.1-21,
P.1-22を参照）

Om-5
露頭名及び露頭位置

断面位置

凡例

第732回審査会合

資料2-2 P.1-20 再掲1.2 大間崎背斜 (7/9)



露頭写真・スケッチ（Ｏｍ－５地点）

1-21

• 本露頭は新第三系中新統大間層の露頭である。

• 岩片は固結しており，風化により層理・節理沿いに分離している。

• 露頭全体は大間崎背斜を構成する最も短波長の背斜を形成しており，その方向はＮＮＷ－ＳＳＥ方向に伸びて
いる。

• 露頭を縦断する規模の断層は分布せず，背斜運動に関連する小断層も少なく，地層が連続的に変形している。

• 単層が背斜頂部で厚く翼部で薄くなる等の側方変化が認められることから，半固結状態での短縮変形に伴い
形成された背斜と判断される。

次頁に拡大表示する範囲

2018年12月の再観察

t= 25ｃｍ

t= 10ｃｍ
t= 20ｃｍ

2018年12月の再観察

水面

第732回審査会合

資料2-2 P.1-21 再掲1.2 大間崎背斜 (8/9)



（凡例はP.1-21を参照）

水面

露頭写真・スケッチ（詳細）

天野・狩野(2009)6)

変形の模式図

・ 本露頭は，大局的には断層伝搬褶
曲の変形形態を示す。露頭内には正
断層が認められるが，これはデタッチ
メント（低角なすべり面）から派生した
楔状の小断層と判断される。

露頭部

1-22

2018年12月の再観察（露頭手前を掘り込んだ写真）

層理

断層

模式図凡例

第732回審査会合

資料2-2 P.1-22 再掲1.2 大間崎背斜 (9/9)
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文献調査

1.3 文献地質断層 （1/6）

・ 地質調査所発行の1/5万地質図幅7）8）及び青森県土地分類基本調査4）の図には，材木川沿い，奥戸川沿い，易国間川沿い及び折戸
山付近に地質断層が記載されている。

・ 一方で，[新編]日本の活断層9）や活断層詳細デジタルマップ[新編] 2）等の文献で当該箇所に活断層は示されていない。

・ 地質図幅に記載のある文献地質断層について，念のため，地形解析，地表踏査及び連続露頭確認により，断層の存否について確認
を行った。

地質調査所

 1/5万地質図幅7）8）

青森県

 1/5万土地分類基本調査4）

[新編]

日本の活断層9）

活断層

詳細デジタルマップ[新編]2）

材木川沿いの断層 ○ ○ × ×

奥戸川沿いの断層 ○ ○ × ×

易国間川沿いの断層 ○ × × ×

折戸山付近の断層 ○ ○ × ×

地点

文献調査

地質図 活断層図

第579回審査会合

資料1-1-2 P.35 再掲
1-24



奥
戸

川
沿

い
の

地
質

断
層

地質調査所発行1/5万地質図幅「大間・佐井」7），「大畑」8）を使用 0 5km

地質断層の位置 （地質調査所：地質平面）

1.3 文献地質断層 （2/6）

・ 地質調査所発行の1/5万地質図幅7）8）には，材木川沿い，奥戸川沿
い，易国間川沿い及び折戸山付近に地質断層が記載されている。

・ 材木川沿いには，中新統の構造を規制する断層が示される。この
断層は，鮮新統で止まる様に示されている。

・ 奥戸川沿いには，中新統の構造を規制する断層が示される。この
断層は，中新統の分布域内に限り示されている。

・ 易国間川沿いには，中新統の構造を規制する断層が示される。こ
の断層は，燧岳火山噴出物で止まる様に示されている。

・ 折戸山付近には，中新統の構造を規制する断層が示される。この
断層は，段丘面で止まる様に示されている。

第579回審査会合

資料1-1-2 P.36 再掲
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1.3 文献地質断層 （3/6）

地質断層の位置 （地質調査所「大間・佐井」7）：凡例）

地質調査所発行1/5万
地質図幅「大間・佐井」7）を使用

凡 例

第579回審査会合

資料1-1-2 P.37 再掲
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1.3 文献地質断層 （4/6）

地質断層の位置 （地質調査所「大畑」8）：凡例）

地質調査所発行1/5万地質図幅「大畑」8）を使用

凡 例

第579回審査会合

資料1-1-2 P.38 再掲
1-27



青森県（2000）土地分類基本調査
「大間・佐井」4）を使用

0 5km

1.3 文献地質断層 （5/6）

地質断層の位置 （青森県）

・ 青森県土地分類基本調査4）には，
材木川沿い，奥戸川沿い及び折戸
山付近に地質断層が記載されてい
る。

・ 材木川沿いには，中新統の構造
を規制する断層が示される。この
断層は，鮮新統で止まる様に示さ
れている。

・ 奥戸川沿いには，中新統の構造
を規制する断層が示される。この
断層は，中新統の分布域内に限り
示されている。

・ 折戸山付近には，中新統の構造
を規制する断層が示される。この
断層は段丘面で止まる様に示され
ている。

第579回審査会合

資料1-1-2 P.39 再掲
1-28



5ｋｍ

材木川

奥戸川

地質断層の位置
（変更申請時H26.12)）

• 変更申請時には，材木川沿い，奥戸川沿い及び易国間川沿いに地質断層を評価していた。

• 追加調査の結果，下北半島北西部に示していた，材木川沿い，奥戸川沿い及び易国間川沿いの地質断層について
は，断層自体が認められず，地層や構造に不連続が認められないことから，断層は分布しないものと再評価した。

申請時の地質構造図 追加調査後の地質構造図

大間原子力発電所

走向線凡例（申請時）* 走向線凡例（追加調査後）*

地質凡例（共通）

*：走向線間隔が狭いほど地層が
急傾斜であることを示す。
また地層は，走向線矢印の方向の
右側に傾斜する。

1.3 文献地質断層 （6/6）
第579回審査会合

資料1-1-2 P.40 一部修正
1-29

大間原子力発電所



（余白）
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地形陰影図の確認

• 陰影図では全体が直線状を示す河川が認め
られるものの，河谷は不規則な屈曲を繰返し
ている。

国土地理基盤地図情報（数値標高モデル） 10mメッシュを使用
光源は北東から45度

陰影図範囲

0 5km青森県（2000）土地分類基本調査
「大間・佐井」4) を使用

文献地質断層位置

1.3.1 材木川沿いの文献地質断層 （1/10）
第579回審査会合

資料1-1-2 P.43 再掲
1-32

（凡例はP.1-28を参照）



• 左岸側に，傾斜変換点，三角状の急崖及び鞍部が
ステップして断続的に判読されるが，断層地形の可
能性のある地形は判読されなかった。

地形要素図範囲

0 5km

地形要素分布の判読

青森県（2000）土地分類基本調査
「大間・佐井」4）を使用

文献地質断層位置

1.3.1 材木川沿いの文献地質断層 （2/10）
第579回審査会合

資料1-1-2 P.44 再掲
1-33

（凡例はP.1-28を参照）



地形要素の確認（ルートマップ：1/5000)

• 地形要素は判読されるが，断層地形の可能性
がある地形は確認されない。

拡大範囲（p.1-37）

ルートマップ範囲

0 5km
青森県（2000）土地分類基本調査
「大間・佐井」4）を使用

1.3.1 材木川沿いの文献地質断層 （3/10）
第579回審査会合

資料1-1-2 P.45 再掲
1-34

（凡例はP.1-28を参照）



地質分布の確認(地質平面図)

地質平面図範囲

0 5km
青森県（2000）土地分類基本調査
「大間・佐井」4）を使用

1.3.1 材木川沿いの文献地質断層 （4/10）

• 文献断層位置の両側で地質・地質構造が大き
く変化する地点は認められない。

第579回審査会合

資料1-1-2 P.46 再掲
1-35

（凡例はP.1-28を参照）



1

1

地質分布の確認(地質断面図)
1

1

1

1

1

1

• 文献地質断層の図示された位置には，新第三系中新統の易国間層
安山岩質凝灰角礫岩及び安山岩質溶岩が分布する。文献地質断層
の図示された位置を挟んで地質・地質構造の明確な違いは認められ
ない。

1.3.1 材木川沿いの文献地質断層 （5/10）
第579回審査会合

資料1-1-2 P.47 再掲
1-36



連続露頭の確認(ルートマップ：1/2500)

• 文献断層通過位置の連続露頭を確認したが，
通過位置の両側で，地質構造に明確な違いは
認められなかった。

詳細説明範囲（次頁）

1.3.1 材木川沿いの文献地質断層 （6/10）
第579回審査会合

資料1-1-2 P.48 再掲
1-37



連続露頭の確認(ルートマップ：詳細)

• 文献地質断層通過位置付近に2条の固結した断層を確認したが，断層を挟んで地質・地質構造に明瞭な違いは認められない。
• 固結した断層の走向は，文献地質断層の走向と異なる。

0 10m

③

②

①

1.3.1 材木川沿いの文献地質断層 （7/10）
第579回審査会合

資料1-1-2 P.49 再掲
1-38



連続露頭の確認(連続露頭区間の写真)

① ② ③

①

②

③

固結した断層

固結した断層

1.3.1 材木川沿いの文献地質断層 （8/10）

• 連続露頭の写真を示す。断層の両側で岩相に変化はない。

第579回審査会合

資料1-1-2 P.50 再掲
1-39



• 右岸側に幅14mmの固結した断層が分布している。破砕部
の基質は細粒であり，細礫サイズの礫を含む。周辺の母
岩と同質のものが，密着して固結している。

連続露頭の確認(露頭近接写真)

• 右岸側に幅200mmで直線性の高い固結した断層が分布し
ている。破砕部の基質は細粒であり，周辺の母岩と同質の
ものが，密着して固結している。

0 10m

1.3.1 材木川沿いの文献地質断層 （9/10）
第579回審査会合

資料1-1-2 P.51 再掲
1-40



まとめ

調査項目 図表 掲載箇所 調査結果

断
層
地
形
の
確
認

文献調査

－ － 活断層及び断層地形の可能性がある地形を示す文献は無い。

（文献地質断層位置図）
補足説明資料

1.3
P.1-25～P.1-28

土地分類基本調査「大間・佐井」4)及び地質調査所「大間・佐
井」7)に，中新統の構造を規制する断層が示される。この断層
は，鮮新統で止まる様に示されている。

地形解析

（地形陰影図）
補足説明資料

1.3.1
P.1-32

全体が直線状を示す河川区間であるが，河谷は不規則な屈曲
を繰返している。

（地形要素分布図）
補足説明資料

1.3.1
P.1-33

左岸側に，傾斜変換点，三角末端面及び鞍部がステップして
断続的に判読されるが，断層地形の可能性のある地形は判読
されない。

断
層
の
有
無
の
確
認

地形要素の確認 （ルートマップ）
補足説明資料

1.3.1
P.1-34

断層地形の可能性がある地形は確認されない。

地質分布の確認
（詳細地質平面図

・断面図）

補足説明資料
1.3.1

P.1-35，P.1-36

文献地質断層を挟んで，地質構造に明確な違いは認められな
い。

連続露頭調査
（連続露頭写真

・スケッチ）

補足説明資料
1.3.1

P.1-37～P.1-40

文献地質断層の通過位置において，固結した断層破砕部が確
認されるが，走向は文献地質断層と異なる。

1.3.1 材木川沿いの文献地質断層 （10/10）

• 文献地質断層において変位・変形が認められないため，断層は分布しないと評価する。

第579回審査会合

資料1-1-2 P.52 再掲
1-41



（余白）
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1.3.2 奥戸川沿いの文献地質断層 1-43
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国土地理基盤地図情報（数値標高モデル）10mメッシュを使用
光源は北東から45度

陰影図範囲

0 5km青森県（2000）土地分類基本調査
「大間・佐井」4）を使用

文献地質断層位置

地形陰影図の確認

1.3.2 奥戸川沿いの文献地質断層 （1/10）

• 陰影図では全体が直線状を示す河川が認め
られるものの，河谷は不規則な屈曲を繰返し
ている。

第579回審査会合

資料1-1-2 P.55 再掲
1-44

（凡例はP.1-28を参照）



奥戸川西縁に沿って，Ｎ－Ｓ方向に傾斜変換点
がステップして断続的に判読されるが，断層地
形の可能性のある地形は判読されない。

地形要素図範囲

0 5km

青森県（2000）土地分類基本調査
「大間・佐井」4）を使用

文献地質断層位置

地形要素分布の判読

1.3.2 奥戸川沿いの文献地質断層 （2/10）
第579回審査会合

資料1-1-2 P.56 再掲
1-45

（凡例はP.1-28を参照）



拡大範囲（p.1-49）

ルートマップ範囲

0 5km青森県（2000）土地分類基本調査
「大間・佐井」4）を使用

地形要素の確認（ルートマップ：1/5000)

1.3.2 奥戸川沿いの文献地質断層 （3/10）

• 地形要素は判読されるが，断層地形の可能性
のある地形は確認されない。

第579回審査会合

資料1-1-2 P.57 再掲
1-46

（凡例はP.1-28を参照）



地質平面図範囲

0 5km青森県（2000）土地分類基本調査
「大間・佐井」4）を使用

地質分布の確認(地質平面図)

1.3.2 奥戸川沿いの文献地質断層 （4/10）

• 文献地質断層位置の両側で地質・地質構造が
大きく変化する地点は認められない。

第579回審査会合

資料1-1-2 P.58 再掲
1-47

（凡例はP.1-28を参照）



• 文献地質断層の図示された位置付近には，新
第三系中新統の易国間層安山岩質凝灰角礫
岩及び安山岩質溶岩が分布する。文献地質断
層を挟んで地質・地質構造の明確な違いは認
められない。

1

1

1

1

地質分布の確認(地質断面図)

1.3.2 奥戸川沿いの文献地質断層 （5/10）

凝灰

第579回審査会合

資料1-1-2 P.59 再掲
1-48



詳細説明範囲（次頁）

• 文献地質断層通過位置の連続露頭を確認した
が，通過位置の両側で，地質構造に明確な違
いは認められなかった。

連続露頭の確認(ルートマップ：1/2500)

1.3.2 奥戸川沿いの文献地質断層 （6/10）
第579回審査会合

資料1-1-2 P.60 再掲
1-49



③

②①

④

連続露頭の確認(ルートマップ：詳細)

1.3.2 奥戸川沿いの文献地質断層 （7/10）

• 文献地質断層通過位置付近には，安山岩質火山礫凝灰岩/安山岩質凝灰角礫岩の岩相境界が存在する。
• 地質境界及び層理面の走向は，文献地質断層の走向と異なる。

第579回審査会合

資料1-1-2 P.61 再掲
1-50



① ② ③

④

①

②

③

④

礫混じり砂岩挟在部

安山岩質凝灰角礫岩中の節理

安山岩質火山礫凝灰岩中の節理

連続露頭の確認(連続露頭区間の写真)

1.3.2 奥戸川沿いの文献地質断層 （8/10）

• 連続露頭の写真を示す。断層破砕部は存在しない。

第579回審査会合

資料1-1-2 P.62 再掲
1-51



• 安山岩質火山礫凝灰岩中の節理。密着し
ている。

• 安山岩質凝灰角礫岩中の節理。密着して
いる。節理を挟み上位と下位の岩相に礫
径の違いが認められる。

• 礫混じり砂岩が挟在する。塊状で構造は
なく，下位層との境界は明瞭平滑で密着し
，上位層との境界は凹凸する。

連続露頭の確認(露頭近接写真)

1.3.2 奥戸川沿いの文献地質断層 （9/10）
第579回審査会合

資料1-1-2 P.63 再掲
1-52



まとめ

1.3.2 奥戸川沿いの文献地質断層 （10/10）

調査項目 図表 掲載箇所 調査結果

断
層
地
形
の
確
認

文献調査

－ － 活断層及び断層地形の可能性がある地形を示す文献は無い。

（文献地質断層位置図）
補足説明資料

1.3
P.1-25～P.1-28

土地分類基本調査「大間・佐井」4)及び地質調査所「大間・佐
井」7)に，中新統の構造を規制する断層が示される。この断層
は，中新統の分布域内に限り示されている。

地形解析

（地形陰影図）
補足説明資料

1.3.2
P.1-44

全体が直線状を示す河川区間であるが，河谷は不規則な屈曲
を繰返している。

（地形要素分布図）
補足説明資料

1.3.2
P.1-45

おおむね左岸側に，傾斜変換点がステップして断続的に判読
されるが，断層地形の可能性のある地形は判読されない。

断
層
の
有
無
の
確
認

地形要素の確認 （ルートマップ）
補足説明資料

1.3.2
P.1-46

断層地形の可能性がある地形は確認されない。

地質分布の確認
（詳細地質平面図

・断面図）

補足説明資料
1.3.2

P.1-47，P.1-48

文献地質断層を挟んで，地質構造に明確な違いは認められな
い。

連続露頭調査
（連続露頭写真

・スケッチ）

補足説明資料
1.3.2

P.1-49～P.1-52

文献地質断層の通過位置において，岩相境界が見つかったが，
走向は文献地質断層と異なる。

• 文献地質断層において変位・変形が認められないため，断層は分布しないと評価する。

第579回審査会合

資料1-1-2 P.64 再掲
1-53



（余白）

1-54



1.3.3 易国間川沿いの文献地質断層 1-55

１．地質構造に関する調査

1.1 地質構造の再評価 ・・・・・ 1-1

1.2 大間崎背斜 ・・・・・ 1-13

1.3 文献地質断層 ・・・・・ 1-23

1.3.1 材木川沿いの文献地質断層 ・・・・・ 1-31

1.3.2 奥戸川沿いの文献地質断層 ・・・・・ 1-43

1.3.3 易国間川沿いの文献地質断層 ・・・・・ 1-55

1.3.4 折戸山付近の文献地質断層 ・・・・・ 1-67

1.4 文献による「黒松内-釜石沖構造線」 ・・・・・ 1-85

1.5 敷地前面海域の文献断層 ・・・・・ 1-89

1.5.1 上村(1975)による断層 ・・・・・ 1-91

1.5.2 渡辺ほか(2012)による断層 ・・・・・ 1-141

1.5.3 平舘海峡表層部の堆積構造 ・・・・・ 1-191

1.5.4 陸奥湾西部のＥ層の高まり ・・・・・ 1-199

1.6 大間海脚西側の背斜構造 ・・・・・ 1-211

1.7 海底水道の堆積構造 ・・・・・ 1-231

1.7.1 海底水道の海上音波探査 ・・・・・ 1-231

1.7.2 地すべり堆積物等の分布 ・・・・・ 1-265

1.7.3 地すべり堆積物等に関する文献 ・・・・・ 1-271

1.8 海域の背斜状・向斜状構造 ・・・・・ 1-279

1.9 地球物理特性 ・・・・・ 1-301

1.9.1 重力構造の詳細検討 ・・・・・ 1-301

1.9.2 磁気解析 ・・・・・ 1-331

２．敷地極近傍の断層評価 ・・・・・ 2-1

３．敷地周辺の断層評価に係る基礎資料 ・・・・・ 3-1

４．周辺陸域の断層評価（30kmまで） ・・・・・ 4-1

５．周辺陸域の断層評価（30km以遠）に係る基礎資料 ・・・・・ 5-1

６．敷地前面海域の断層評価（概ね30kmまで） ・・・・・ 6-1

７．外側海域の断層評価（概ね30ｋｍ以遠） ・・・・・ 7-1

８．沿岸の隆起傾向に関する調査 ・・・・・ 8-1

９．内陸の隆起傾向に関する調査 ・・・・・ 9-1

１０．完新世の海岸侵食地形に関する調査 ・・・・・10-1

１１．海域の変動履歴の評価 ・・・・・11-1

１２．地質構造発達史の評価 ・・・・・12-1

１３．隆起のメカニズム評価 ・・・・・13-1



0 5km

国土地理基盤地図情報（数値標高モデル10mメッシュを使用
光源は北東から45度

陰影図範囲

地質調査所発行
1/5万地質図幅「大畑」8）を使用

文献地質断層位置

1.3.3 易国間川沿いの文献地質断層 （1/10）

地形陰影図の確認

• 陰影図では全体が直線状を示す河川が認
められるものの，河谷は不規則な屈曲を繰
返している。

第579回審査会合

資料1-1-2 P.67 再掲
1-56

（凡例はP.1-27を参照）



易国間川両岸の傾斜変換点，支沢の直線区間がス
テップして断続的に判読されるが，断層地形の可能性
のある地形は判読されない。

0 5km

地形要素図範囲

地質調査所発行
1/5万地質図幅「大畑」8）を使用

文献地質断層位置

1.3.3 易国間川沿いの文献地質断層 （2/10）

地形要素分布の判読

第579回審査会合

資料1-1-2 P.68 再掲
1-57

（凡例はP.1-27を参照）



0 5km

ルートマップ範囲

1.3.3 易国間川沿いの文献地質断層 （3/10）

地形要素の確認（ルートマップ：1/5000)

地質調査所発行
1/5万地質図幅「大畑」8）を使用

• 地形要素は判読されるが，断層地形の可能
性がある地形は確認されない。

拡大範囲の凡例は（P.1-61）

第579回審査会合

資料1-1-2 P.69 再掲
1-58

（凡例はP.1-27を参照）



0 5km

地質平面図範囲

地質調査所発行
1/5万地質図幅「大畑」8）を使用

1.3.3 易国間川沿いの文献地質断層 （4/10）

地質分布の確認(地質平面図)

• 文献断層位置の両
側で地質・地質構造が
大きく変化する地点は
認められない。

第579回審査会合

資料1-1-2 P.70 再掲
1-59

（凡例はP.1-27を参照）



1

1

1

11

1

1.3.3 易国間川沿いの文献地質断層 （5/10）

地質分布の確認(地質断面図)

• 文献地質断層の図示された位置付近には，
新第三系中新統の易国間層安山岩質凝灰角
礫岩及び安山岩質溶岩が分布する。文献地
質断層を挟んで地質・地質構造の明確な違い
は認められない。

第579回審査会合

資料1-1-2 P.71 再掲
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詳細説明範囲（次頁）

1.3.3 易国間川沿いの文献地質断層 （6/10）

連続露頭の確認(ルートマップ：1/2500)

• 文献地質断層通過位置の連続露頭を確認した
が，通過位置の両側で，地質構造に明確な違
いは認められなかった。

第579回審査会合

資料1-1-2 P.72 再掲
1-61



③
②

①

凡 例

1.3.3 易国間川沿いの文献地質断層 （7/10）

連続露頭の確認(ルートマップ：詳細)

• 文献地質断層通過位置付近には，安山岩質礫凝灰角礫岩/軽石凝灰岩/凝
灰質砂岩の岩相境界が存在する。

• 地質境界及び層理面の走向は，文献地質断層の走向と異なる。

第579回審査会合

資料1-1-2 P.73 再掲
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① ② ③

①

②

③
軽石凝灰岩挟在部

1.3.3 易国間川沿いの文献地質断層 （8/10）

連続露頭の確認(連続露頭区間の写真)

• 連続露頭の写真を示す。断層破砕部は存在し
ない。

第579回審査会合

資料1-1-2 P.74 再掲
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• 文献地質断層通過位置には固結した軽石質凝
灰岩が挟在されている。

• 上位・下位層とも密着しており，破砕構造は認め
られない。

1.3.3 易国間川沿いの文献地質断層 （9/10）

連続露頭の確認(露頭近接写真)

第579回審査会合

資料1-1-2 P.75 再掲
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1.3.3 易国間川沿いの文献地質断層 （10/10）

まとめ

調査項目 図表 掲載箇所 調査結果

断
層
地
形
の
確
認

文献調査

－ － 活断層及び断層地形の可能性がある地形を示す文献は無い。

（文献地質断層位置図）
補足説明資料

1.3
P.1-25～P.1-28

地質調査所「大畑」8)に，中新統の構造を規制する断層が示さ
れる。この断層は，燧岳火山噴出物で止まる様に示されている。

地形解析

（地形陰影図）
補足説明資料

1.3.3
P.1-56

全体がおおむね直線状を示す河川区間であるが，河谷は屈曲
を繰返している。

（地形要素分布図）
補足説明資料

1.3.3
P.1-57

両岸の傾斜変換点，支沢の直線区間がステップして断続的に
判読されるが，断層地形の可能性のある地形は判読されない。

断
層
の
有
無
の
確
認

地形要素の確認 （ルートマップ）
補足説明資料

1.3.3
P.1-58

断層地形の可能性がある地形は確認されない。

地質分布の確認
（詳細地質平面図

・断面図）

補足説明資料
1.3.3

P.1-59，P.1-60

文献地質断層を挟んで，地質構造に明確な違いは認められな
い。

連続露頭調査
（連続露頭写真

・スケッチ）

補足説明資料
1.3.3

P.1-61～P.1-64

文献地質断層の通過位置において，固結した岩相境界が見つ
かったが，走向は文献地質断層と異なる。

• 文献地質断層において変位・変形が認められないため，断層は分布しないと評価する。

第579回審査会合

資料1-1-2 P.76 再掲
1-65



（余白）
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1.3.4 折戸山付近の文献地質断層 1-67

１．地質構造に関する調査

1.1 地質構造の再評価 ・・・・・ 1-1

1.2 大間崎背斜 ・・・・・ 1-13

1.3 文献地質断層 ・・・・・ 1-23

1.3.1 材木川沿いの文献地質断層 ・・・・・ 1-31

1.3.2 奥戸川沿いの文献地質断層 ・・・・・ 1-43

1.3.3 易国間川沿いの文献地質断層 ・・・・・ 1-55

1.3.4 折戸山付近の文献地質断層 ・・・・・ 1-67

1.4 文献による「黒松内-釜石沖構造線」 ・・・・・ 1-85

1.5 敷地前面海域の文献断層 ・・・・・ 1-89

1.5.1 上村(1975)による断層 ・・・・・ 1-91

1.5.2 渡辺ほか(2012)による断層 ・・・・・ 1-141

1.5.3 平舘海峡表層部の堆積構造 ・・・・・ 1-191

1.5.4 陸奥湾西部のＥ層の高まり ・・・・・ 1-199

1.6 大間海脚西側の背斜構造 ・・・・・ 1-211

1.7 海底水道の堆積構造 ・・・・・ 1-231

1.7.1 海底水道の海上音波探査 ・・・・・ 1-231

1.7.2 地すべり堆積物等の分布 ・・・・・ 1-265

1.7.3 地すべり堆積物等に関する文献 ・・・・・ 1-271

1.8 海域の背斜状・向斜状構造 ・・・・・ 1-279

1.9 地球物理特性 ・・・・・ 1-301

1.9.1 重力構造の詳細検討 ・・・・・ 1-301

1.9.2 磁気解析 ・・・・・ 1-331

２．敷地極近傍の断層評価 ・・・・・ 2-1

３．敷地周辺の断層評価に係る基礎資料 ・・・・・ 3-1

４．周辺陸域の断層評価（30kmまで） ・・・・・ 4-1

５．周辺陸域の断層評価（30km以遠）に係る基礎資料 ・・・・・ 5-1

６．敷地前面海域の断層評価（概ね30kmまで） ・・・・・ 6-1

７．外側海域の断層評価（概ね30ｋｍ以遠） ・・・・・ 7-1

８．沿岸の隆起傾向に関する調査 ・・・・・ 8-1
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青森県（2000） 土地分類基本調査「大間・佐井」4）を使用地質調査所（1962） 1/5万地質図幅「大間・佐井」7）を使用

• 地質調査所(1962)7）は，大間層と易国間層との境界あるいは玄武岩と大間層との地層境界に地質断層を示し，段丘堆積物の分布域では伏
在断層として破線で表示している。

• 土地分類基本調査(2000)4）は，ほぼ同じ位置の，大間層と易国間層との地層境界に地質断層を示し，段丘堆積物の分布域では断層を表示
していない。

地質分布の確認(地質調査所(1962)7)と青森県(2000)4)との比較)

（凡例はP.1-70を参照）（凡例はP.1-69を参照）

文献地質断層位置

1-68
第732回審査会合

資料2-2 P.1-2 再掲1.3.4 折戸山付近の文献地質断層 (1/16)



地質分布の確認（地質調査所(1962)7）：凡例）

地質調査所発行1/5万
地質図幅「大間・佐井」7）を使用

凡 例

1-69

P.1-68の平面図に示される主な地質

第732回審査会合

資料2-2 P.1-3 再掲1.3.4 折戸山付近の文献地質断層 (2/16)



地質分布の確認（青森県(2000)4）：凡例）

1-70

青森県発行土地分類基本調査
「大間・佐井」4）を使用P.1-68の平面図に示される主な地質

第732回審査会合

資料2-2 P.1-4 再掲1.3.4 折戸山付近の文献地質断層 (3/16)



【地形要素判読】
文献地質断層を横断してＮＷ-ＳＥ方向の尾根

が分布し，文献地質断層と同様のＮＳ方向に延
長する直線状の河谷は認められない。

国土地理基盤地図情報（数値標高モデル）
10ｍメッシュを使用光源は北東から45度

文献地質断層位置

地形陰影図の確認

地質調査所（1962） 1/5万地質図幅
「大間・佐井」 7）を使用

1-71

地形陰影図範囲

地形陰影図

（凡例はP.1-69を参照）

第732回審査会合

資料2-2 P.1-5 再掲1.3.4 折戸山付近の文献地質断層 (4/16)



【地形要素判読】

文献地質断層が示される区間で，変
動地形を示唆する地形要素の連続的
な分布は認められない。

地形要素分布の判読

文献地質断層位置

ルートマップ凡例

地形要素凡例

拡大図範囲

海岸部の範囲(P.1-74～P.1-76)

内陸部①の範囲(P.1-78,1-79)

内陸部②の範囲(P.1-80,1-81)

内陸部③の範囲(P.1-82,1-83)

1-72

地形要素図範囲

地形要素図

（凡例はP.1-69を参照）

第732回審査会合

資料2-2 P.1-6 再掲1.3.4 折戸山付近の文献地質断層 (5/16)

地質調査所（1962） 1/5万地質図幅
「大間・佐井」 7）を使用



次頁以降に示す通り，文献地質断層の通過位置付近で
断層露頭は確認されず，文献地質断層位置を挟んで地
質・地質構造に大きな変化は認められない。

1-73

詳細地質平面図範囲

地質分布の確認(詳細地質平面図)

文献地質断層位置

拡大図範囲

詳細地質平面図

（凡例はP.1-69を参照）

第732回審査会合

資料2-2 P.1-7 再掲1.3.4 折戸山付近の文献地質断層 (6/16)

海岸部の範囲(P.1-74～P.1-76)

内陸部①の範囲(P.1-78,1-79)

内陸部②の範囲(P.1-80,1-81)

内陸部③の範囲(P.1-82,1-83)

地質調査所（1962） 1/5万
地質図幅「大間・佐井」 7）

を使用



• 当社の地表踏査によれば，海岸部の文献地質断層の通
過位置付近では，大間層の泥岩及び易国間層の凝灰角
礫岩が分布し，断層露頭は認められない。

• 断面図に示す通り，海岸部では文献地質断層の通過位
置付近では，大間層及び易国間層に複背斜構造が認めら
れる。

1-74

拡大図範囲

露頭凡例

詳細地質断面図

詳細地質平面図（拡大）

（凡例はP.1-3を参照）

文献地質断層位置

地質図凡例海岸部(1/3)：詳細地質平面図：1/5,000

P.1-75の露頭位置

第732回審査会合

資料2-2 P.1-8 再掲1.3.4 折戸山付近の文献地質断層 (7/16)

地質調査所（1962） 1/5万地質図幅
「大間・佐井」 7）を使用



• 地質調査所(1962)7）は，文献地質断層の西側に大間層の頁岩を図示し，地層の走向傾斜をおおむねＮ－Ｓ走向，傾斜70°Ｅ及び
90°の高角な構造として図示している。

• 当社地表踏査の結果，地質調査所(1962)7）の記載とほぼ同様の位置に大間層の泥岩を認め，その堆積構造が地質調査所
(1962)7）の記載と同様に，おおむねＮ－Ｓ走向，傾斜60°Ｅの高角であることを確認した。

地質調査所（1962） 「大間・佐井」 7）を使用

N6W58E

海岸部(2/3)：露頭近接写真

0 200m

1-75

露頭

（凡例はP.1-69を参照）

露頭凡例

文献地質断層位置

地質図凡例

第732回審査会合

資料2-2 P.1-9 再掲1.3.4 折戸山付近の文献地質断層 (8/16)



詳細地質平面図

1-76

• 前頁に示す大間層の露頭位置は，大間崎背斜の東翼
に位置する。

• 大間崎背斜は，補足説明資料「1.1.2大間崎背斜の露頭
調査」（P.1-21,1-22)に示す露頭スケッチの通り，背斜・向
斜を繰り返す著しく変形した複背斜であり，海岸付近の露
頭調査によれば，この露頭まで複背斜が及んでいる。

• 地質調査所(1962)7）に記載される大間層の高角な構造
は，複背斜構造により形成されたものと判断される。

露頭凡例

詳細地質断面図

詳細地質平面図（拡大）

文献地質断層位置

地質図凡例海岸部(3/3)：詳細地質平面図：1/5,000

P.1-75の露頭位置

（凡例はP.1-73を参照）

拡大図範囲

大間崎背斜（大局的）

大間崎背斜（詳細）

第732回審査会合

資料2-2 P.1-10 再掲1.3.4 折戸山付近の文献地質断層 (9/16)



（余白）

1-77



詳細地質平面図（拡大） 次頁露頭位置

内陸部① (詳細地質平面図)

• 地質調査所(1962)7）によれば，文献地質断層の北部では，Ｎ－Ｓ
方向に延びる文献地質断層の西側に玄武岩，東側に大間層の泥岩
が図示されている。

• 当社の地表踏査によれば，文献地質断層の通過位置付近では断
層露頭は確認されず，玄武岩と大間層の泥岩との地層境界が認め
られる。

• 玄武岩と泥岩の露頭分布から，地層境界の走向はNW－SE方向と
判断され，文献地質断層の走向とは異なる。

地質図凡例

文献地質断層位置

1-78

拡大図範囲

露頭凡例

（凡例はP.1-69を参照）

第732回審査会合

資料2-2 P.1-12 再掲1.3.4 折戸山付近の文献地質断層 (10/16)

地質調査所（1962） 1/5万地質図幅
「大間・佐井」 7）を使用



内陸部① (露頭写真及びスケッチ)

• 地質調査所(1962)7）によれば，文
献地質断層の北部では，Ｎ－Ｓ方
向に延びる文献地質断層の西側
に玄武岩，東側に大間層の泥岩
が図示されている。

• 当社の地表踏査によれば，文献
地質断層の通過位置付近では断
層露頭は確認されず，玄武岩と大
間層の泥岩との地層境界が認め
られる。

• 岩相境界の走向は大間層の走
向傾斜とほぼ一致しており，文献
地質断層の走向とは異なる。

• 玄武岩が大間層の層理方向に
貫入したものと判断される。

1-79
第732回審査会合

資料2-2 P.1-13 再掲1.3.4 折戸山付近の文献地質断層 (11/16)



• 地質調査所(1962)7）によれば，文献地質断層の中部では，Ｎ－Ｓ
方向に延びる文献地質断層の西側に大間層の泥岩，東側に易国間
層の安山岩凝灰角礫岩及び溶岩が図示されている。

• 当社の地表踏査によれば，文献地質断層の通過位置付近では断
層露頭は確認されず，大間層中の泥岩と凝灰岩（平面図では安山
岩溶岩分布域）との岩相境界が認められる。

• 文献地質断層の通過位置を挟んで，地質構造の変化は認められ
ない。

1-80

拡大図範囲

内陸部② (詳細地質平面図)

露頭凡例

地質図凡例

文献断層位置

詳細地質平面図（拡大） 次頁露頭位置

（凡例はP.1-69を参照）

第732回審査会合

資料2-2 P.1-14 再掲1.3.4 折戸山付近の文献地質断層 (12/16)

地質調査所（1962） 1/5万地質図幅
「大間・佐井」 7）を使用



内陸部② (露頭写真及びスケッチ)

• 地質調査所(1962)7）に
よれば，文献地質断層の
中部では，Ｎ－Ｓ方向に
延びる文献地質断層の
西側に大間層の泥岩，東
側に易国間層の安山岩
凝灰角礫岩及び溶岩が
図示されている。

• 当社の地表踏査によれ
ば，文献地質断層の通
過位置付近では断層露
頭は確認されず，大間層
中の泥岩と凝灰岩との岩
相境界が認められる。

• 岩相境界の走向は大
間層の走向傾斜とほぼ
一致しており，文献断層
の走向とは異なる。

• 大間層の整合的な岩相
境界と判断される。

1-81
第732回審査会合

資料2-2 P.1-15 再掲1.3.4 折戸山付近の文献地質断層 (13/16)



1-82

拡大図範囲

露頭凡例

地質図凡例

内陸部③ (詳細地質平面図)

文献断層位置

詳細地質平面図（拡大） 次頁露頭位置

（凡例はP.1-69を参照）

• 地質調査所(1962)7）によれば，文献地質断層の中部では，Ｎ－Ｓ
方向に延びる文献地質断層の西側に大間層の泥岩，東側に易国間
層の安山岩凝灰角礫岩及び溶岩が図示されている。

• 当社の地表踏査によれば，文献地質断層の通過位置付近では断
層露頭は確認されず，大間層中の泥岩と凝灰岩（平面図では安山
岩溶岩分布域）との岩相境界が認められる。

• 文献地質断層の通過位置を挟んで，地質構造の変化は認められ
ない。

第732回審査会合

資料2-2 P.1-16 再掲1.3.4 折戸山付近の文献地質断層 (14/16)

地質調査所（1962） 1/5万地質図幅
「大間・佐井」 7）を使用



内陸部③ (露頭写真及びスケッチ)

• 地質調査所(1962)7）によれば，文献地
質断層の中部では，Ｎ－Ｓ方向に延びる
文献地質断層の西側に大間層の泥岩，
東側に易国間層の安山岩凝灰角礫岩及
び溶岩が図示されている。

• 当社の地表踏査によれば，文献地質
断層の通過位置付近では断層露頭は確
認されず，大間層中の泥岩と凝灰岩との
岩相境界が認められる。

• 岩相境界の走向は大間層の走向傾斜
とほぼ一致しており，文献断層の走向と
は異なる。

• 岩相境界の一部には幅１ｃｍ～２ｃｍの
固結した破砕部が認められる。これらは
大間層と調和的に湾曲していることか
ら，大間崎背斜形成時※１に層面すべり
により形成された破砕部と判断される。

• 大間層の整合的な岩相境界と判断さ
れる。

1-83

※１ 本編資料「7.3 中新世背斜・向斜」を参照。

第732回審査会合

資料2-2 P.1-17 再掲1.3.4 折戸山付近の文献地質断層 (15/16)



調査項目 図表 掲載箇所 調査結果

断
層
地
形
の
確
認

文献調査 （文献地質断層位置図）
補足説明資料

1.3
P.1-25～P.1-28

活断層及び断層地形の可能性がある地形を示す文献は無い。

地質調査所(1962)7)及び青森県(2000)4) に，中新統の構造を規制
する断層が示される。この断層は，段丘面で止まるように示されて
いる。

地形解析

（地形陰影図）
補足説明資料

1.3.4
P.1-71

文献地質断層を横断してＮＷｰＳＥ方向の尾根が分布し，文献地
質断層と同様のＮＳ方向に延長する直線状の河谷は認められない。

（地形要素分布図）
補足説明資料

1.3.4
P.1-72

文献地質断層が示される区間で，変動地形を示唆する地形要素
の連続的な分布は認められない。

断
層
の
有
無
の
確
認

地表踏査 （詳細地質平面図）

補足説明資料
1.3.4

P.1-78，P.1-80，
P.1-82

地質調査所(1962)7）は易国間層と大間層との異なる地層の境界
に断層を示しているが，当社の地表踏査によると，文献地質断層の
通過位置付近で断層露頭は確認されず，文献地質断層位置を挟
んで地質・地質構造に大きな変化は認められない。

露頭調査 （露頭写真・スケッチ）

補足説明資料
1.3.4

P.1-79，P.1-81，
P.1-83

海岸部の露頭では，文献地質断層付近に文献が示す高角の泥
岩が確認されるが，当社の地表踏査によると，これは中新統の複
背斜構造の一部であると判断される。

内陸部では，文献が中新統の岩相境界に文献断層を示している
が，岩相境界露頭において断層は確認されず，貫入面又は整合的
な岩相境界であると判断される。

まとめ

地質調査所(1962)7）及び青森県(2000)4）が示す文献地質断層付近の中新統には，断層は分布しないと評価する。

1-84
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1.4 文献による「黒松内-釜石沖構造線」 1-85
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1.4 文献による「黒松内-釜石沖構造線」 （1/3）

「黒松内-釜石沖構造線」の位置

（一部加筆・加工）

• 日本地質学会編（2017）10）によれば，東北日本弧の日本海か
ら太平洋側前弧にかけてＮＷ－ＳＥ走向の断層及び構造線が
図示されており，そのうちの一つに「黒松内－釜石沖構造線」
が新称として示されている。

第579回審査会合
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• 「黒松内－釜石沖構造線」を含む図示されたＮＷ－ＳＥ走向の断層及び構造線は，白亜紀前
期に形成され，中新世の日本海の拡大に伴って再活動したものとされる。

（一部加筆・加工）

NW-SE走向の断層及
び構造線の活動再開

NW-SE走向の断層及
び構造線の活動活発化

NW-SE走向の断層及
び構造線の形成

「黒松内-釜石沖構造線」の活動時期

1.4 文献による「黒松内-釜石沖構造線」 （2/3）

日本地質学会編（2017）10）
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• 日本地質学会編（2017）10）によれば，東北日本弧の日本海から太平洋側前弧にかけてＮＷ－ＳＥ走向の断層及
び構造線が図示されており，そのうちの一つに「黒松内－釜石沖構造線」が新称として示されている。

• 「黒松内－釜石沖構造線」を含む図示されたＮＷ－ＳＥ走向の断層及び構造線は，白亜紀前期に形成され，中
新世の日本海の拡大に伴って再活動したものとされる。

• 「黒松内－釜石沖構造線」を含む図示されたＮＷ－ＳＥ走向の断層及び構造線は，中新統以下の地層中にフラ
ワー構造を伴う断層として示されている。

• 「黒松内－釜石沖構造線」は，中新世の日本海拡大とともに活動した断層であり，後期更新世
以降に活動していない（耐震設計上の考慮を必要としない）断層と評価する。

1.4 文献による「黒松内-釜石沖構造線」 （3/3）

まとめ

文献調査結果

評価結果
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文献による断層位置

「陸奥川内地域の地質」（上村，1975）11）より

（「脇野沢地域の地質」（上村，1976）１3）にも同じ図が示される。）

（渡辺ほか，2012）12）

1.5 敷地前面海域の文献断層 (1/1)
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• 地質調査所発行の５万分の１地質
図幅「陸奥川内」の解説書「陸奥川内
地域の地質」（上村，1975）11)第２図
「下北半島東部の地質及び地質構
造」及び同「脇野沢地域の地質」（上
村，1976）13)第２図「下北半島東部の
地質及び地質構造」において，下北
半島西部のうち西側沿岸の沖合に海
岸線に沿って下北海岸断層が示され
ている。

• ５万分の１地質図幅「陸奥川内」及
び同「脇野沢」ともに，地質図幅には
下北海岸断層は示されていない。

「陸奥川内地域の地質」（上村，1975）11)より

（「脇野沢地域の地質」（上村，1976）１3)にも同じ図が示される。）

５万分の１地質図幅「陸奥川内」（上村，1975）11)より

５万分の１地質図幅「脇野沢」（上村，1976）１3)より

1.5.1 上村（1975）11)による断層 (1/48)
第579回審査会合
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• ５万分の１地質図幅説明書「大間・佐井」（上村，1962）7)における記述

地形

この地域はさきにも述べたように山地は海岸線までせまり，とくに佐井から南は，ほぼ南北な
いし南南西の高い懸崖が発達している。この海岸線は基盤岩類から新第三系の上部までを直
線状に載っていることからみて，明らかな断層地形とみられる。この懸崖はさらに南に向かって
延び，陸奥川内図幅地域を経て脇野沢図幅地域の貝崎付近まで発達しており，断層線はおそら
くこの懸崖の西側の海域に存在し，北はおそらく大間岬のやや西方の海域まで延びているもの
と推定される。

• 「陸奥川内地域の地質」（上村，1975）11)における下北海岸断層の記述

地形

平舘海峡に面している海岸線は，北隣の佐井地域の佐井付近から，この地域を経て南隣の脇
野沢地域のアモ十太岬の南まで，北北東-南南西の方向に直線に近い懸崖をなしており，典型
的な断層地形である。

地質構造

断層は，平舘海峡に面している海岸線に沿って海峡下に覆在している下北海岸断層と，北西
隅の基盤岩類の南西側を切って発達している福浦断層が顕著である。前者は北の佐井地域か
ら続く大きな断層で，金属広域調査に伴う音波探査によって，その存在が確認されている。

• 「脇野沢地域の地質」（上村，1976）13)における下北海岸断層の記述

地形

平舘海峡に面している急な崖は，佐井地域から陸奥川内地域を経て，この地域まで続く南北
方向の断層に沿ってできた断層地形の一部で，この断層を下北海岸断層と呼んでいる。

地質構造

西の穴間・アモ十太岬・屏風岩を結ぶ海岸線は，100m以上の高さの懸崖が発達しており，そ
の西の海域に陸奥川内地域から延びており，後述の音波探査で確かめられている下北海岸断
層が覆在している。

脇野沢側と夏泊半島側との間の陸奥湾の音波探査を，金属広域調査の一環として通商産業
省（1970)14)は実施した。…（略）…。前に述べた下北海岸断層は，その南の延長が音波探査に
よって確認されており，…（略）…。

• 上村（1962, 1975, 1976) 7) 11) 13)によ
れば，下北半島西部西岸に沿う直線
状の懸崖地形を，断層地形としている。
なお，活断層研究会編(1991)9），今泉
ほか編（2018）2）など他の文献では断
層を認めていない。

• 上村（1975)11)によれば，下北海岸断
層は金属広域調査による音波探査に
よって，その存在が確認されたとされ
る。また，海峡下に覆在しているとさ
れており，該当海域はE層（中新統以
下）の分布域であることから，地質断
層と判断される。

• 上村（1976)13)によれば，金属広域調
査の一環である通商産業省（1970)14)

による音波探査によって，その南の延
長が確認されたとされる。

1.5.1 上村（1975）11)による断層 (2/48)
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• 上村（1975)11)が下北海岸断層が確認されたとする金属広域調査では，下北半島西部の西側沿岸において音波
探査を実施したとする記載が無く，また下北海岸断層に関する記載が無い。

• 上村(1976)13)が下北海岸断層の南の延長が確認されたとする通商産業省(1970)14)の音波探査では，該当海域
に単独の断層が示されている。

• 昭和43年度 広域調査報告書 下北地域（通商産業省，1970）14)による音波探査

音波探査は昭和42年度地質調査地域である川内から脇野沢にかけての海岸の南側，すなわち陸
奥湾の西半分について，対岸の夏泊半島にいたる東西約１５km，南北約２０km，約３００㎢の海面に
おいて実施された。探査にはGeotech製3万ジュールの音波探査装置が使用され，10測線延１７６㎞
の測線について観測がおこなわれた。

（この報告書には音波探査記録は添付されていない。また，下北海岸断層に関する記述は記されてい
ない。なお，通商産業省による一連の金属広域調査（昭和42年度広域調査，昭和43年度広域調査，
昭和44年度広域調査，昭和45年度広域調査）において，海上音波探査を実施したのはここに示す昭
和43年度のみである。）

1.5.1 上村（1975）11)による断層 (3/48)
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• 上村(1975)11）は，下北半島西部西方沿岸付近に約27km
の下北海岸断層を図示している。また，渡辺ほか(2012)12）

は，大間北方の大陸棚沖合の斜面に長さ約46kmの海底活
断層を図示している。

• これら文献断層の存否を音響基盤構造において確認する
ため，深部マルチチャンネルの音波探査記録を精査した。

音響基盤構造 ：調査測線位置

大間原子力発電所

陸 奥 湾

津 軽 海 盆

平
舘
海
峡

等深線は当社の資料に，海上保安庁水路部沿岸の海の基本図
「竜飛崎」，「白神岬」等の地形図を，陸奥湾については，国土地
理院沿岸海域地形図「平舘海峡」，「青森」並びに沿岸域広域地
形図「陸奥湾」を加え編集した。

音波探査記録の添付範囲
（主にエアガンマルチチャンネル記録）

海上音波探査測線

凡 例

渡辺ほか(2012) 12）による活断層

上村(1975)11）による下北海岸断層

• エアガンを主体としたマルチチャンネル海上音波探査によ
れば，上村(1975)11）が図示した海底活断層付近には，音響
基盤上部に陸域の隆起をもたらす活断層を示唆する変位・
変形は認められない。

平
舘
海
峡

№605MA

№606MA

№602MA

深 度（ｍ）

1.5.1 上村（1975）11)による断層 (4/48)
第579回審査会合

資料1-1-2 P.100 一部修正
1-95



• 上村(1975)11） が断層を示した位置
には，Ｅ層に断層運動を示唆する変
位・変形は認められない。

音響基盤構造 ：No.531M測線

凡 例

上村(1975) 11） により
図示された断層位置

深度は，水中及び堆積
層中での音波伝播速度
を1500m/secと仮定して
計算した。

→ESE

→ESEWNW←

WNW←

1.5.1 上村（1975）11)による断層 (5/48)
第579回審査会合

資料1-1-2 P.101 一部修正
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音響基盤構造 ：No.602MA測線

No.602MA

凡 例

上村(1975) 11） 等により
図示された断層位置

• 上村(1975)11） が断層を示した位置に
は，Ｅ層上面及びそれより上位の地層
に断層運動を示唆する変位・変形は認
められない。

深度は，水中及び堆積
層中での音波伝播速度
を1500m/secと仮定して
計算した。

→E

→E

W←

W←

1.5.1 上村（1975）11)による断層 (6/48)
第579回審査会合

資料1-1-2 P.102 一部修正
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音響基盤構造 ：No.605MA測線

No.605MA

• 敷地前面海域の断層として評価した
F-28断層及びＦ-29断層による変形が
認められる。

• これら以外には，Ｅ層上面及びそれよ
り上位の地層に断層運動を示唆する変
位・変形は認められない。

解析結果による当該断層位置及び落下側

（ ）は他の断層

解析結果による当該撓曲位置及び落下側

（ ）は他の撓曲
上部更新統以上にまで変位(変形)が及ぶ断層

深度は，水中及び堆積
層中での音波伝播速度
を1500m/secと仮定して
計算した。

F-28 F-28

1.5.1 上村（1975）11)による断層 (7/48)
第579回審査会合

資料1-1-2 P.103 一部修正
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音響基盤構造 ：No.606MA測線

• 敷地前面海域の断層として評価した
F-28断層が認められる。

• これ以外には，Ｅ層上面及びそれより
上位の地層に断層運動を示唆する変
位・変形は認められない。

凡 例

上村(1975) 11） 等により
図示された断層位置（延長部）

深度は，水中及び堆積
層中での音波伝播速度
を1500m/secと仮定して
計算した。

解析結果による当該撓曲位置及び落下側

（ ）は他の撓曲

F-28

F-28

1.5.1 上村（1975）11)による断層 (8/48)
第579回審査会合

資料1-1-2 P.104 一部修正
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（余白）

1-100




